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気団の広域分布と侵入過程の季節サイクルの 申でみた

日本の 気象 ・気候系に関する系統的学習プランの囎発 （序報）

＊ 山田悠海 （岡山大学教 育学部理科），加藤内藏進，垪穰
一

（岡山大学大学院教育学研究科理科），

　　　　　　　　　 藤本義博 （倉敷市教育委員会倉敷構報学習セ ンター）

1．　 はじめに

　日本の気象 ・気候系は ， 中緯度共通の シ ス テ ム とア

ジアモ ン ス
ー

ン の 双方の 影響 を受け，多彩な季節サイ

クル を示す．特に
， 梅爾や秋雨も含めて 夏や冬の R本

気象 ・気候に 閣して は，現行の中学校や高校の 理科や

地理 の分野で も，シ ベ リア 気団，小笠原気団，オホ
ー

ツ ク海気団の 役劇が注 國されて い る （確か に，低緯度

と高緯度の ア ジア モ ン ス ーン ・サ ブ シ ス テ ム の 役罰の

理解の際には ，．上記気団は重要な視点 の
一

つ ）．

　しか し現在の内容は，空間的広が り，強さ （どの程

度冷たい の か，水蒸気量が多い の か，等），それ らの季

節サイクル 等 ， 気団 自体 の 特徴に隣するデ
ー

タに基づ

く具体的把握は十分と轡えず，単に気廼とい う『醤葉』

だけの 学習に終わ っ て い る感を拭えない ．更に ， 各気

団がどの ように侵入 して 臼本の 気象 ・気候を支配する

か とい う過程 に関 して は ， シ ベ リア高気 圧 ， 小 笠原高

気圧 （北太平洋高気旺）， オホ
ー

ツ ク海高気 圧 等に関連

した風系との関わ りをも，具体的に把握させる必要が

ある．

　そ こ で本研究では ， 簡単な分析作業も授業に組み込

むこ とによっ て，上述 の 気団の 分布や侵人過程の 季節

サイクル の 中で みた 日本 の 気象 ・気候系の 系統的理解

を促すとい う学習プラン の 開発に着手 した．今回の 講

演で は ， その 最初の ス テ ッ プとして ， 各気団の 季節サ

イクル の 笑態を，それ らの季節進行の タイ ミ ン グの 相

互関係を も意識 して鳥瞰するための教材化の検討結果

等につ い て報告する．なお ，
こ の ような気団閤の季節

サ イ ク ル の タ イ ミン グの 相互 闘係の 把握は ， 中高緯度

地域の 日射量 の季飾変化に滋に追従するだけ で はない

日本 の 季節の 交代メカニ ズ ム に迫 る視点の 涵養にもつ

ながる と考える．更に，そ の こ とを通 して，理科教育 ・

地理教育の 気象 ・気候分野 に 留ま らず ， 誇続可能な社

会 づ く り の た め の 教 育 （ESD，　 Educatien　 for

Sustainable　Development）の中の重要な取 り組み の
一

つ で ある 「文化理解教育ま におい て も，
「文化生成の

一

背景 となる気候環境の 理解1 とい う視点か らの学際的

な取り組みにも繋が りうる．

　 なお ，教材化 の 検討 の た め の 気 象解析 には ，

NCEP／N
’
CAR再解析デー

タ （2。5P　 X 　2．5°

緯度経度格子）

の 他に
， 毎 目の 天気騒，気象庁 HPに掲載された各種気

候晴報や生データ等も利屑する予定である．

2　 気鬮の特徴や　の季　サイクル の 実態　　に向け

た検討例
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第 1図　（上段）地上 伽 に おける 1981〜2010年で 平均 した 6．7

　　　 月の 月平 均気温の 1（PCと 15°Cの 等温線 （下 段）4〜6

　　　 月と7一・10月の月平均気温の 1〔陀 の 等温線の 動き．

　気団分布の 季節進行の 例と して オホ
ー

ツ ク海気団に

つ い て図 1に示す．6，
7 月には ，

10℃ と 15℃の等温線

で示されるように，オ ホーツ ク海気団に対応する低温

域は オ ホ
ー

ツ ク海域か ら北米 に 釜る 太平洋 ス ケ
ー

ル の

東西の 広 が りを持つ ．さらに 4〜 6月の季節経過を見 る

と，5月〜6月にか けて大陸の気温が h昇し ， 東西の温

度コ ン トラス トが反転 して ， オホーツ ク海気隙域が形

成され て い る．そ して 8．釋〜 9月に なる と，大陵が相対

的に冷えて い き，そ こで また東酋 の 温度 コ ン トラス ト

が反転 して い る．

　今後はオ ホーツ ク海気団とオ ホーツ ク海高気」2ilの他

に，他の 気団と高気圧 の 振 る舞い にっ い て も解析や教

朷化 を行い
， デー

タに基 づ い た うえで 系統的に季節サ

イクル を学べ る学習プラン の開発を行う予定で ある．

また当 日，時開に余裕があれば，文系の大学生も受け

る授業で の 実践結果 （9 月に予定） も報告 した い
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